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「粉体および粉末冶金」第 66巻第 4号

「粉体科学への手引き」

岩瀬　慶三

粉体および粉末冶金 13 (1966) 157-165.

「粉体科学への手引き」に寄せて
 物質・材料研究機構
 目　義雄（出版・編集委員会委員）

本協会は 1960年 4月に文科省の認可を得て「社団法人粉末冶金技術協会」として発足し，事
務所を 1965年 10月に現在の生産開発科学研究所内に移した際に，「社団法人粉体粉末冶金技術
協会」と改名された．この経緯については，本会設立者である岩瀬慶三先生の強い主張によるこ
とが本会 20年史において当時の高田副会長の記事にある．設立の当時から見て粉末冶金が主流
でありその重要性は言うに及ばないが，粉末の分野にも将来の発展が大きく期待されると共に粉
末の分野の研究は粉末冶金分野にも大きく寄与するとして，岩瀬先生は，会誌の名前は最初から
“粉体および粉末冶金”とされ，協会名も“粉体・粉末冶金協会”と名付けることを主張され，
1965年にこれが支持され改名された．
以上の予備知識を基に本総説を見ると如何に高い見識を持って粉体を科学として捉え，粉末冶
金を発展させようとしているかが伺える．当時の特筆すべき事項として，1962年に丸善から「粉
体　理論と応用」が出版された．これは，粉体の基礎物性，調整方法，工業への応用について世
界で初めて体系的にまとめられたハンドブックである．本総説では，このハンドブックを基に粉
体科学の鳥瞰を行い，粉体の基礎およびその応用とも，非常に広範に渡っていることを示した．
このうち粉体基礎について，粉体粒子の特性，および集合状態を分類し，その体系化を試みてい
る．今から見ても非常に示唆に富む体系化であり，この分類をどの程度修正，あるいは今後の研
究課題として行くか，粉体粉末冶金の今後の進展のための手引きとして役立て頂ければ幸いである．
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吉村一良（出版・編集委員会委員）

出版・編集委員会企画の「粉体および粉末冶金」誌の“アーカイブス”の第二弾として，岩瀬慶三先生

の総説が推薦された（目先生，松原先生のご推薦）．

当粉体粉末冶金協会は，岩瀬先生によって創設されたこと，岩瀬先生は京大・金相学研究室（金相研）

の第三代教授（初代：近重真澄教授，第二代：宇野傳三教授，第四代：可知佑次教授，第五代：小菅皓二

教授，第六代：私）であったことなどについて前号で書かせて頂いた．今回は，京大・金相研と東北大・

金属材料研究所（金研）の関係について，これを機にもう少し書かせて頂きたく思う．

岩瀬慶三先生は金相から東北大・金研に移られ，高名なる本多光太郎先生に師事し，その後は本田先生

が，金属学の物理的側面を，岩瀬先生は化学的側面を担われた．その後，研究面などでの確執等があり，

岩瀬先生は京大・金相研が専務となられるが，お二人は盟友と言った関係であったとのことである（鈴木

謙爾先生談）．私ことではあるが，私は金相研の出身ではなく，京大・工学部金属加工学科（現・物理工

学系材料工学科（専攻），現・中村裕之教授の研究室，中村裕之教授は私の 5年後輩）の卒業である．学

生時代の我が恩師，中村陽二先生（京大名誉教授，故人，中村裕之教授と親戚関係は無いとのこと）は東

北大・金研のご出身で本多光太郎先生の研究室の最後の学生であった．つまり，私は本多光太郎先生の孫

弟子ということになり，しかも岩瀬慶三先生の三代後の金相研教授を務めていることになる．何か因縁の

ようなものを感じてしまう．松原先生が実行委員長を務められ，2016年 11月に東北大・青葉山キャンパ

スで開催された粉体粉末冶金秋季大会の折りに，東北大学金属材料研究所所長室を訪れた．現所長の高梨

弘毅教授（東大・物性研究所・安岡研のご出身）と私は院生時代からの旧友である．私が博士過程の時，

物性研の安岡研に修行のため滞在した際には，高梨所長と私は同学年なので，机を並べてともに勉強し研

究したものである．高梨所長が，「君は本多先生と浅からぬ縁があるのだから，本多先生の像と一緒に写

真を撮ろう」というので，金研所長室にある本多先生の

像を挟んで撮ったのが右の写真である．

余談ばかりになってしまったが，今回の岩瀬慶三先生

の総説「粉体科学への手引き」は，今読み返してみても

大変優れていて視点も面白く，かつ壮大な総説となって

いて，今にも通じるような内容であることに驚かされ

る．当協会の名前が，なぜ「粉末冶金」ではなく，「粉

体および粉末冶金」となったのかが，よく分かる（目先

生談）内容と言える．

東北大学金属材料研究所所長室にて，高梨弘毅所
長（右）と筆者（左）：本多光太郎先生像を挟んで
（2016年 11月）．
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